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の代表物質である。 La2-xSrxCu04は、 Teが 90豆を越える“イットジウム系"や“ピスマ
ス系"と比べて転移温度は低いものの、大型でかつ比較的均質な単結晶が得られるため、
電気伝導度などの輸送特性の基礎研究に役立てら才してきた 8¥.La2-xSrxCUU4の母捧である
La2CuÜ4~士、麗状ペロブスカイト構造と呼ばれる帯造をとる。 La を 3 掘の揚イオン、 0 を
・2価とすると、 Cuの形式個数は+2となり、 3d軌道の占有数が 9となる。 Cuと0は共有
結合によって平面状のネットワークを講或しているので 2次元のバンドを形成するが、 Cu
サイトにおけるクーロン反発力が強いため、各 Cuサイトあたり(10-9 =) 1鱈の正孔キャ















































































Ke1 = Ce1De1 = Celvelel (3) 
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国 2La2，xSrxCu04単結晶の極低温熱伝導率の温度変化
低温熱伝導率関定患のサンプノレとして、フローテイングゾーン法によって作製した様々












みであるので、 K 氏戸であった。 xの増加に伴って、各温度で、のKITが全体的に増加して
いる。一方、 TB~こ比例する均hは x の増加によってあまり変色しないので、準粒子の熱伝導
率K況が xに伴って増加しているこξがわかるc 準粒子の熱伝導率を xの関数としてプロッ
トするため、各 xについて低謹域のデータの直義を絶対零度に延長して縦軸KITの切片を
求めた。準粒子の熱伝導率が xと共に増加する様子をプロットすると、図 3のようになっ
た。 x= 0.125の経成では、電者とスどンの密震が 8諸子周期にわたって整合状惑を形成す
るという 1/8異常があるため、準粒子熱伝導率は局所的に小さくなっている。
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ークを形成していたのに対して、 CuGe03では図 4のように 1次元的なチェーンを形成し




















































P諜語f扇;g 糊蔀臨時 τ 
国6典型的な絶縁体の熱指導率の温度変化


























































スピンバイエノレス転移岳身も程度でほぼ一定になっていることがわかる CJ (x = 0.03では、
消失してしまって、ダブルどークの構造もなくなるJ例えば、 17.5豆での熱転導率をxに
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